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た。彼らの平均年齢，身長，体重はそれぞれ 21.3士1.3（士 SE)歳， 173.5士5.5C勿， 70.8
土9.2Kgであった。また被検者の他に，各コックピットにおける条件を統一するために， 3名
の実験補助漕者をつけた。
実験は，昭和60年 8月29日～31日， 11月4日～ 5日の間，相模湖および東郷湖において晴天
無風の日を選んで行った。カヤック・ペア艇，フォア艇の計 6ケ所のコックピットに乗艇した
被検者を，十分な休養をとり，ローテーションさせ， 500 m漕のスタート時，ゴール付近のパ
ドリングを分析するために，漕行コースより 25m離れた側方から， 16叩 1高速度カメラ (LOC





















スタート Eの 30虚を最高に， Cの 16虐までとなっており，平均では 24.1cmとなっている。ま
たゴール付近ではFの 34噂を最高に， Cの 14虚までとなっているが，平均では 24.5虐で，ス
タートとほとんど差がない。以下ペアの 2番目のスタートでは， Cの 15虐からEの 31虚まで
で，平均は25.6cmとなっており．，ゴール付近でもやはり Cの 16虚からDの 34虚までで，平均
は25.8噂とトップより僅かに大きな値となっている。次にフォアのトップについてみると，ス
タートでは Cの 15虚からEの 32虚までで，平均は23.0c勿，ゴール付近でもやはり Cの 16c勿
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Tab I e 1 Distance from the top of coaming to the middle point and body 
angle in pair and four at start and goal 
Pair Four 
1st 2nd 1st 2nd 3rd 4th 
Subj. 
d 1) a 2) d a d a d a d a d a 
s. 18 85 20 80 20 80 28 84 29 80 5 75 
A 
G. 16 80 21 75 19 83 30 84 30 78 8 74 
s. 24 90 28 88 18 89 19 88 14 89 13 87 
B 
G. 25 90 24 85 19 91 19 89 16 87 11 84 
s. 16 75 15 75 15 76 16 74 18 76 18 76 
C 
G. 14 73 16 73 16 74 13 73 14 76 16 73 
s. 28 90 30 87 24 88 29 90 30 89 27 84 
D 
G. 29 94 34 90 22 89 30 84 30 89 29 82 
s. 30 85 31 84 32 85 34 83 34 82 26 84 
E 
G. 31 86 30 83 30 84 28 84 30 84 21 86 
s. 29 80 30 84 29 88 34 78 30 89 20 76 
F 
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Fig.1 Mean of distance from the top of cockpit to the middle point at 







































































































































s A G 
Fig. 3 
，
































































































- 14 r 
2nd 
Pair 
本 田 宗 洋
——• A 
• B 一Cー,.,_D 
--0-E 
薗 F
1st 2nd 3rd 4th 
Four 




















• B 一C▲ D 
--0--E 一F
lst 2nd 3rd 4th 
Four 
Fig. 4-b Variation of distance from the top of coaming to the middle point at goal 
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からEの30虚までで，平均は 22.5噂でペアと比べると小さくなっている。しかしながらフォ
アの 2番のスタートでは， Cの 16cmからE,Fの 34虚までで，平均は26.6cm, ゴール付近で
はCの 13噂からFの31虚までで，平均は25.1cmとなっている。また 3番目のスタートでは，
Bの 14虐からEの34虚までで，平均は25.8cm, ゴール付近でも Cの 14虚からA,D, Eの30
虚までで，平均は24.8cmとなっており，再びペアに近い値となっている。最後にフォアの 4番




みると， Aはフォアの 4番目では75゚ であるがペアのトップでは 85゚ であり，ゴール付近でも，
0 0 
フォアの 4番目では 74-, 2 番目では84 とやはり 10 の差があるが，乎均でみると， 80.6~,79 
とほとんど差がなくなっている。 Bはスタートでは，フォアの 4番目の8がからペアのトップの
90までと，その幅は小さいが，ゴール付近ではフォアの 4番目の84から，フォアのトップの
91゚ と幅が大きくなっている。しかし平均値でみると，それぞれ88.5゚， 87.7゚ とほとんど差が
ない。 Cは特にスタートにおいて，フォアの 2番目の74゚ からフォアのトップ， 3番目そして
4番目の76と， 本研究の中では最も少ない値を示し，ゴール付近でも，ペアのトップおよび
2番目，フォアの 2番目， 4番目の73から，フォアの 3番目の 76 となっているが，平均値で
みると， 75.3, 73.6 と比較的小さな値となっている。 Dについてはスタートでは，フォアの
4番の840から，ペアのトップおよびフォアの 2番目の 90゚で， ゴール付近では，フォアの 4番
目の82゚ からペアのトップの94゚ までと，かなり幅があるが，平均値でみるとどちらも 88゚ とな
っている。 Fについては，スタートではフォアの 3番目の82゚から， ペアおよびフォアのトッ
プの85゚ までに，ゴール付近では，ペアの 2番目の83゚ からペアのトップおよびフォアの 4番目
までの86と，両者ともに比較的幅が小さい。また平均値をみても， 83.8-,84.5 というよう
に，被検者の中では Cとともに上体の前後への傾きの変動が少ないことを示している。最後に
Fについてみると，スタートではフォアの 4番目の76゚ から，フォアの 3番目の 89゚ までと幅
があり，ゴール付近でも， フォアの 4番目の73゚ からフォトのトップの89゚ までというような




いても，フォアの 4番目の一 8cmからフォアの 2番目および 3番目の＋ 14Cmまでと， 被検者
中，最も大きな幅を示した。 Bについては，スタート， ゴール付近ともに，それぞれフォアの
4番目の一 11cm, -14cmから，ペアの 2番目の十 4cm, -1cmと，やはり大きな幅ではある
が，ペアのトップから 2番目，フォアのトップから 2番目， 3番目と規則的な変化を示した。
Cについては，スタートではペアの 2番目およびフォアのトップの一 1cmから，フォアの 3番
目および 4番目の＋ 2cmと最も小さく，ゴール付近でも，フォアの 4番目の一 2cmから，ペア
およびフォアの 2番目の＋ 2cmと小さくなっており，被検者の中では最も差が少なかった。 D
については，スタートではフォアのトップの一 4cmからペアの 2番目の＋ 2cmまでで，ゴール
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付近でもやはりフォアのトップの一 7虚から，ペアの 2番目の十 5虚までであったが，他のほ
とんどの被検者がフォアの 4番目で最も小さな値を示しているのに対し，スタート，ゴール付
近ともにフォアのトップで最も小さな値を示すという独特のパターンとなっている。 Eについ
ては，スタートではフォアの 4番目の一 4虚から，フォアの 2番目および 3番目の十 4虚まで
で， ゴール付近では，フォアの 4番目の一 10虚からフォアのトップの 0までで，フォアの 4番
目を除くと，ほとんど差がない傾向を示した。 Fについては，スタートではフォアの 4番目の
-9虚から，フォアの 2番目の十 5虚までで，ゴール付近でも，やはりフォアの 4番目の一15











Tab I e 2 Time and feeling of paddling and difference from front 
paddler in 500m 
Pair〔斡condJ Four〔邸condJ
Subj. 
1st 2nd 1st 2nd 3rd 4th 
121△ 129△ 114□ 121 0 123□ 117囚
A 
＊ +0.04 ＊ +0.19 -0.49 -0.12 
B 
119△ 127△ 116△ 114□ 115△ 112□ 
＊ -0.20 ＊ +0.74 -0.31 -0.41 
C 
116 0 119 0 107 ◎ 109 0 110△ 105 0 
＊ +0.19 ＊ -0.24 +0.11 -0.04 
D 
124 0 121△ 111 ◎ 120△ 114△ 116□ 
＊ -0.41 ＊ -0.41 -0.08 -0.09 
114 0 119△ 110 ◎ 112 0 108 0 111△ 
E 
＊ +0.48 ＊ -0. 34 -0.45 -0.24 
F 
123△ 120□ 113 0 111△ 119団 115囚
＊ +0.02 ＊ -0. 11 -0.29 -0.62 
◎ best catch 0 better catch △ nomal catch 
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Tab I e 3 Distance between paddle 100m and the center line of the 
boat on each side 
Second cockpit in Pair Fourth cockpit in Four Difference 
〔C1Tl］ 〔C勿］ 〔C71l］
Subj. 
Left side Right side Left side Right side Left side Right side 
A 46 42 51 44 +5 +2 
B 35 36 37 41 +2 +5 
C 40 42 44 46 +4 +4 
D 42 46 44 50 +2 +4 
E 40 39 47 45 +7 +6 
F 44 40 47 42 +3 +2 




時間差を示したのが Table2で，各コックピットにおけるタイムの変化を示したのが Fig.5 
である。全体的な傾向として，当然のことながらペアよりもフォアの方がタイムが良くなって
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Biomechanical Analysis of 
Flatwater Kayak Pair and Four 
Munehi ro Honda 
The purpose of this study is to have fundamental datas that determine 
combination of paddlers of kayak pair and four on the racing canoe race. For 
this purpose, calculating recrd of start and race distance, paddle position, 
paddling variation that effect was exam ind. 
Subjects are top -leve 1 paddlers, and the e:xperriments used movie analysis 
method assisted by high speed camera. Photographs near start and goal were 
taken, changing in turn subjects at six cockpits in all of kayak pair boat 
and four. Measuring items are position of paddle at each cockpit, bend 
forward angle, time of 500 m paddle, and di stance of blade from center line 
of boat. And feeling when each subject catched water were examined too. 
Following results were obtained : 
1) Paddle position is little change when compared second of pair with second 
of four, but fourth catch further boat center line. 
2) Near the goal, both paddlers in pair inclined over forward or over 
backward. 
3) Last padders of four stroke shallow blade, in water, therefor feeling of 
pulling is not to catch water enough. 
4) At the middle point, position of paddle at each cockpit is not remarkable 
change, both near start and near goal, when compared first of pair with 
second of pair and first of four. But second and third of four had change, 
especially fourth of four bended forward and moved forward at the paddling. 
5) Determing combination of pair and four, it is desirable that post paddler 
who can hold either little incline even at last cockpit or not changing 
blade position when stroke at first cockpit. In this investigation, making 
rotation six cockpits of pair and four, and analyzing film, position of 
blade and time were studied by the combination. But, in the future, it is 
nesessary that more examine by reseaching wave of velocity variation at 
paddling of kayak single boat. 
